


事業名
平成28年度 エコライフ・カフェinながさき

「未来の長崎の為に自分たちが今できることを考えよう！」

開催日時 平成29年2月19日（日） 13:30～16:30

会 場 出島交流会館2階研修室（長崎市出島町2－11）

目 的

①長崎県内の環境活動団体が事例共有や意見交換を通して交流を深めることで、各団体・個人の取
り組みや、団体の枠組みを超えた取り組みを促進し、地域における環境活動の活性化を図る。

②九州環境サポートセンターと長崎県の環境NPO等、また参加者同士のネットワーク構築。

③長崎県の環境NPO等の活動情報、ニーズ収集。

対 象
長崎県または近隣県の環境NPO・企業・行政・個人。また、環境市民活動助成金セミナーに興味のあ
る市民・団体・企業・行政・熊本震災で現在支援活動している団体若しくは活動予定の団体。

参加費 無料

参加者実数 40名（高校生24名・大学生1名含） 200％ 目標人数 20名

入会者 1名（衣川圭太様 次年度より） ※他1団体入会検討中

スタッフ 豊田理事 ・本多 （長崎県環境部環境政策課 岡様）

内容
（流れ）

13:30～

13:35～

14:35～

14:45～

16:15～

16:30

開会・ 開会挨拶･･･（5分）長崎県環境政策課より

【県外事例発表】 土居自然学校 代表 土居 元 氏 （発表30分 質疑応答5
分）

【県事例発表】 長崎県高校生・大学生環境会議 （発表20分 質疑応答5分）
休憩

ワークショップ開始
【自己紹介などアイスブレイク】30分
【ワールドカフェ】60分

『環境活動を促進するために必要なこと』（15×3）
まとめと発表（15分）

情報提供 長崎県より
Qサポより 事業予定についてのお知らせと入会案内など・アンケート記入

閉会挨拶・閉会･ （アンケート回収）

成果

・2つの高校から学生の団体（科学部、生物部）の参加があったので、参加人数が多く、目標の200％を
達成できた。
・長崎県との共催だったので、会場手配や備品の準備などをお願いすることができた。
・土居理事による事例発表は、導入部分に数字ゲームなどの仕掛けがあり、学生も楽しめたようだった。
・学生の事例発表では、学生の活動を始めて知った参加者が多く驚かれたようだった。
・ワークショップでは、高校生は初めての体験だったようだが、事前に県のほうで大人と学生のバランス
をとった班分けをしてくださっていたので、混乱せず始めることができた。
・各班で活動の経験豊富な大人が、緊張気味の学生の意見を徐々に引き出しリードして話し合いを進
めてくださったので、後半は学生も積極的に意見を出していた。
・最後のまとめでは、各班から高校生が代表で発表してくれて盛り上がった。
・全体のまとめとしては、「活動を促進するためには『楽しさ』と『仲間づくり』が大切である』ということを
参加者全員で共有することができた。
・準備や片付けに、会員の矢野さん、環境保全教育研究所の末續さんなどが手伝って下さりとても助
かった。
・次年度に長崎県で開催予定の「助成金セミナー」について、PRチラシを配布し、数名に興味を持って
もらえたようだった。（案内希望5名）

改善

・学生の事例発表では、活動の中心である「新聞紙エコバッグ」の現物や写真などがあると、初めて聞
く方にもより伝わりやすかったのではないかと思う。事前に発表内容を伺い、お願いをしておくべきだっ
た。
・活動資金についてもワークショップを行う予定だったが、学生の活動の様子などから、現場でワーク
のテーマを絞って行うことに変更した。
・自己紹介をする時間が取れず、学生以外の参加者の活動について紹介できなかった。

実施報告書



挨拶：長崎県環境課
田中参事

司会：豊田理事
（NPO法人環境保全教
育研究所 代表）

土居 元 氏
（土居自然学校代表）
（九州環境サポートセン
ター理事）

長崎県高校生・大学生
環境会議
（大学生代表高濱さん
高校生代表 沖迫さん）

『環境活動を促進させる
ために必要なこと』
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